
なぜ、いま
「食と農」なのか？
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和歌山大学 食農総合研究所
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「テロワール」
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「食」への関心が・・・
「農」への関心が・・・
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①トマトは・・・、トマトの・・・

②牛の部位・・・、牛の・・・

③仙台の・・・、北海道の・・・、さぬきの・・・

④ふぐの漁獲高 全国第一位は・・・

⑤大阪府の出荷額 全国第一位は・・・

知ってますか？
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「食」への関心の高まり
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「協同組合の思想と実践」はドイツから提案されたもので
すが、地域的な限定はありません。
もちろん、登録のための条件として、ドイツの協同組合

や提案国ドイツによって保護措置がとられているからこそ
登録が認められたことは確かです。
登録された内容は、国の限定のない、世界の協同組合が

受け継ぎ実践している「協同組合の思想と実践」であり、
日本を含めた世界中の「協同組合の思想と実践」の代表と
して代表一覧表に登録されたものです。

「無形文化遺産」（ユネスコ）といえば・・・
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世界の食料自給率
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世界的には
「食」への関心＝「農」への関心
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「農業」が・・・
「農村」に・・・
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人気！その１

5万7218人（2007年度）から、7万5000人（2015年度）

2017年度に占める女性の割合が52.8％

知ってますか？

人気！その２

U・I・J・Sターン、孫ターンが発現

20～30歳代、女性が急増
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2017.4.5 2017.2.14
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①20～30歳代が多い（「田園回帰」）
－「団塊の世代」は少ない、男性は少ない、男性の逆Iターン

②女性割合が上昇
－夫婦移住、単身女性、「シングルマザー」（従来は圧倒的に単身男性）

③職業は「半農半Ｘ」、「ナリワイ」（多業化）
－移住夫婦の標準＝「年間60万円の仕事を５つ集めて暮らす」

「農業はその1部門として重要」 （従来は専業的農業就業）

④「地域おこし協力隊」などの制度を積極的利用
－意識の高い人が残る、人材の取り合い

⑤「Ｉターン」が「Ｕターン」を刺激
－「一世代飛び越し型『Ｕターン』」＝「孫ターン」）

明治大学 小田切徳美氏 実態調査より

田舎志向（移住者）の特徴
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「移住・定住」と「交流人口」

「食」を通じて「農」を応援

「関係人口」
＝離れていても多様な形で
地域を応援する
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「農家のこせがれネットワーク
六本木農園（レストラン）
マルシェ（都市部の朝市） 等

「離島キッチン」
キッチンカーから常設店舗（神楽坂）

「アンテナショップ」
行政だけでなく民間も

都会に出た「後継者」も応援
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「大学生協」も
「食」と「農」の架け橋に
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ご清聴ありがとうございました


